
 

 

時 期 年間 時 間 １時間半程度 

難易度 ★☆☆ 対 象 どなたでも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

独立行政法人国立青少年教育振興機構 

国立若狭湾青少年自然の家 

＜活動の概要＞ 

ウォークラリーは、仲間と協力しながら、コマ図を頼りに、自然の中を進んで行く活動です。進

んで行く方向や周りの自然をよく見ながら、歩く楽しさを感じることができます。 

使用するコマ図は、歩くルート上の分岐点や建物などを図で表し、スタートからゴールまでの

道順に配列した地図のことです。実際の様子が、コマ図と一致しているか、向かう方向が合って

いるかを班のメンバーと話し合って進んでいくことが大切になります。規定時間を設け、その時間

との誤差をポイント化するとともに、問題の得点で順位を決めことができます。 

 

わかさわんウォークラリー 

（WR） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然の家で準備しているもの 個数 置場所 団体（個人）で準備するもの 

ウォークラリーマップ 

指導者用コースマップ 

無線 

熊鈴 

必要数 

必要数 

１，２台 

各班１個 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

【事務室】 

長袖長ズボン 

帽子 

履き慣れた運動靴 

軍手 

雨具（できれば上下で分かれたもの） 

飲料水（1L以上推奨） 

救急用品 

携帯電話 

予備飲料水 等 

活動のねらい 

 

準備物  

 

○ コマ図を読み解いたり、問題に答えたり、仲間と協力して課題を解決する。 

○ 自然の中を歩きながら、普段は気づかないようなことを発見する。 

○ 起伏のある道を歩きながら、安全な歩き方や体の使い方を体験する。 

自然の家の周辺を 

一周するコースを設定しています。 

コース 



 

所要時間 

（目安） 

項目 内容 備考 

活動前 準備 ○ コース分岐点などの要所に指導者等を配置できるように計

画してください。 

○ 「森の活動計画書」を事務室にてご提出ください。 

○ 事務室で無線を貸し出します。 

○ 万が一、無線が通じない場合の為に連絡が取れるように、携

帯電話番号を団体間で共有しておいてください。 

○ 荒天（暴風、大雨、雷など）の場合は実施できないことがあり

ます。 

※グループ

活動を想定 

１０～１５分 活動方法の

説明と安全

指導 

○ 参加者の健康状態の把握・活動ルートの確認・装備の確認・

人数の把握を必ず行ってください。 

○ ウォークラリーのコマ図の見方について指導してください。 

※【コマ図の見方】を参照 

○ コマ図上にチェックポイント（ＣＰ）と記してあるところの問題

を解きながら、先へ進むことを指示してください。 

○ 得点の計算方法をあらかじめ伝えてください。 

○ 班でまとまって行動し、コマ図をきちんと確認しながら進んで

ください。舗装路を通る時は車に十分注意するといった重要

なルールを徹底してください。 

○ 有事の際の対応を必ず参加者に伝えてください。 

 

0０～0０分 活動 ○ ウォークラリーのコースでの活動をお願いします。変更等が

ある場合は必ず事務室に連絡をしてください。 

 

１５～２０分 集合・ 

ふりかえり 

○ 参加者の健康状態と人数を確認してください。（何かありま

したら、すぐに事務室に報告して下さい） 

○ 事務室に帰着の報告をしてください。 

 

 片付け ○ 借りた備品を必ず事務室に返却してください。  

○ 自然の中でどんなことを感じましたか 

例）見つけたモノや見た景色等についてグループで共有 

 

○ 協力して活動を進めることができましたか 

例）どんなことを協力できたか、協力するために意識したことは何か 

 

○ どんなことに気をつけながら活動しましたか 

例）個人で意識したこと、仲間と意識したことは何か 

 

活動内容（手順） 

 

ふりかえりの視点 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

採点方法の案 

○ 「注意を要するポイント」で道を間違ってしまうと、自然の家から遠ざかって行ってしまうので、

引率者にこの場所にいてもらうことが望ましい。 

 

○ コマ図は、上が北とは限らない。コマ図を体の前に持って、ぐるぐる回りながら、周辺の道や建

物と一致する方向を見つけて、矢印に沿って進んでいくことをきちんと練習してスタートすると

よい。 

  作成日：令和５年４月 

コマ図の見方  

 

○ コマ図とコマ図の間隔は、すべて一緒ではない。また、コマ図の上が北とは限らない。 

○ コマ図自体は抽象的なものなので、道路幅やカーブが、実際の道と必ずしも一致していない。

また、広場や建物についても、正確な形ではない。 

○ 舗装路は実線で、砂利道や山道は、破線で示している。 

○ コマ図●印が自分たちのいるところで、矢印の方向に向かって進んで行く。 

○ コマ図をお腹の前に持って、ぐるぐると地図と一緒に回ってみて、目の前の道や風景、建物の配

置が、一致しているかを確かめることが大切である。 

指導上の留意点 

 

○ チェックポイントは全部で６つ、回答欄は１０あるので、例えば、回答欄 1 つにつき、5 点とし、

50点満点とする。 

○ 制限時間を設定し、その時間から早すぎても、遅すぎても減点されるようにしてもよい、時間得

点を 50点とし、１分前後するごとに、1点マイナスされるようにすると差ができやすくなる。 

※ 規定時間は引率者で設定するが、参加者には伝えないようにしてもよい。 

※ どの時点でゴールなのかをはっきりとさせておくとよい。例えば、全員がそろって○○先生のと

ころでチェックをしてもらったらゴールとするなど。 


